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2019年10月1日（火）申し込み締め切り
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タイトル◆講演1 外観検査の自動化はなぜうまくいかないのか？

概 　要

タイトル◆講演2

概 　要 画像検査は、その基盤となる画像処理技術と昨今注目を集める機械学習技術が両輪とならなければ
ならない。このことを、現場適用の事例を大いに交えながら、初めての技術導入の心構え、産学連携
と自主鍛錬のあんばい、技術の現状と見通し（例えば、画像デジタル化法のOKQT理論、エッジ検出
のKK法、大局視覚のHough変換法）および、万能検査法のKIZKIアルゴリズムとCNNなどの
機械学習技術のエッセンスを深掘りする。

講 　師

講 　師

初の画像検査のための技術深掘りと機械学習

株式会社オービット  代表取締役社長 山田 宏和 氏

中京大学名誉教授/合同会社YYCソリューション  CEO 輿水 大和 氏

人手不足対策として外観検査の自動化の機運が高まっている。さらにAIなどの新技術も後押し
している。一方で導入したものの期待したような投資効果が得られず「こんなはずでは」となる
製造現場も少なくない。外観検査という作業の特殊性を紐解き、その自動化による投資効果
を大きくするポイントを解説する。




